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月号 

32

南房総市開催決定！ 

軟式野球 H22.9.25～10.5 自転車 

人口の動き （平成20年11月1日現在） 
総人口（－40） 
44,265人 

男（－26） 
21,207人 

女（－14） 
23,058人 

世帯数（±0） 
17,051世帯 

出生 17人 死亡 56人 転入 89人 転出 90人 （　）内は前月比 会期 

おひさまピック（ミニ運動会） 

三芳保健福祉センター開放（おひさまくらぶ）の第１回のミニ運動会。46組の親子がスポーツの秋を楽しみ

ました。 （10月8日）

臨時職員等登録制度・お知らせ

市長への手紙など掲示板

パブリックコメント（市民憲章ほか）

市民海外交流研修報告

こんなことがありました

･お知らせ
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知っておこう障害福祉制度

～コミュニケーション支援事業～

健康だより～歯の健康は全身の健康です～

エコ★ニュース～環境ポスターコンテスト～

エコキャップ運動･市の民話

まちづくりの主役たち

12
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15

16

南房総市
携　帯
サイト

南房総市
安全安心
メール
配信登録
QRコード

房総半島最南端「野島埼灯台」 
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ＣＯＮＴＥＮＴＳ 

おひさまピック（ミニ運動会） 

「おひさまくらぶ」は、三芳保健三芳保健センターを親子交流親子交流の場として定期的定期的に開放開放しています。す。 「おひさまくらぶ」は、三芳保健センターを親子交流の場として定期的に開放しています。 

「おひさまくらぶ」は、三芳保健センターを親子 
交流の場として定期的に開放しています。 



市

臨

時

職

員

等

登

録

制

度

2 2008年11月号

年
齢
制
限

65
歳
未
満

申
込
受
付

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま

で
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

の
閉
庁
日
は
、
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
）。

申
込
方
法

「
南
房
総
市
臨
時
職
員
等
登
録
申
込
書

（
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）」、

「
履
歴
書
（
写
真
付
の
も
の
。
市
販
の
も
の

で
可
）」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）。

登
録
有
効
期
限

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

登
録
上
の
注
意

登
録
事
項
（
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
な

ど
）
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
ま
た
は
就

職
の
決
定
な
ど
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し

を
行
う
場
合
は
、
速
や
か
に
総
務
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※

提
出
さ
れ
た
書
類
は
、
一
切
返
却
し

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

保
有
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
個
人
情
報

は
、
確
実
に
速
や
か
に
消
去
し
ま
す
。

登
録
か
ら
雇
用
ま
で
の
流
れ

登
　
録

「
南
房
総
市
臨
時
職
員
等
登
録
申
込
書
」、

「
履
歴
書
」
の
提
出

選
　
考

各
部
署
に
お
い
て
雇
用
す
る
必
要
が
生

じ
た
と
き
に
、
登
録
さ
れ
た
人
の
中
か
ら
、

書
類
審
査
、
面
接
試
験
な
ど
（
場
合
に
よ

り
作
文
試
験
）
を
行
い
ま
す
。

面
接
試
験
な
ど
の
対
象
者
に
対
し
て
は
、

雇
用
を
必
要
と
す
る
各
部
署
か
ら
直
接
連

絡
し
ま
す
。
勤
務
条
件
や
業
務
内
容
の
説

明
を
聞
き
、「
働
き
た
い
」
と
返
事
を
い
た

だ
い
た
人
に
面
接
試
験
な
ど
を
受
け
て
い

た
だ
き
ま
す
。

採
否
の
決
定

面
接
試
験
な
ど
を
行
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
結
果
を
各
部
署
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

勤
務
条
件
な
ど

雇
用
期
間
は
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

非
常
勤
職
員

１
年
以
内

（
必
要
に
応
じ
て
更
新
可
能
）

臨
時
職
員

６
カ
月
以
内

（
必
要
に
応
じ
て
６
カ
月
以
内
で
１
回

に
限
り
更
新
可
能
）

※

た
だ
し
、
ど
ち
ら
の
職
も
必
ず
更
新

さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

賃
金総

務
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

市
の
臨
時
職
員
お
よ
び
非
常
勤
職
員
と
し
て
雇
用
を
希
望
さ
れ
る
人
に
、
あ
ら
か
じ

め
「
南
房
総
市
臨
時
職
員
等
登
録
申
込
書
」
に
よ
り
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、
登
録
す

る
制
度
で
す
。
雇
用
の
必
要
が
生
じ
た
と
き
に
登
録
さ
れ
た
人
の
中
か
ら
選
考
し
、
採

用
す
る
も
の
で
す
。
登
録
は
採
用
を
約
束
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
待
機
中

の
求
職
活
動
な
ど
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
登
録
者
全
員
が
採
用
さ
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

市
臨
時
職
員
等
登
録
制
度

募集職種 
職　種 主な勤務地 免許・資格・経験 

一般事務職 
 

図書館司書 

要介護支援 

認定調査員 

保育士 

学童指導員 

幼稚園教諭 

看護師 

管理栄養士 

歯科衛生士 

調理員 

用務員 

公民館等 

日直代行員 

清掃員 
 

バス運転手 
 

バス添乗員 

その他運転手 

プール監視員 

宿日直員 

本庁舎、分庁舎、各支所、教育委員会

など（公民館、千倉図書館など施設） 

千倉図書館 
 

高齢者福祉課 
 

保育所、千倉預かり保育室 

学童保育所 

幼稚園、千倉預かり保育室 

健康増進課 

健康増進課 

健康増進課 

保育所、給食センター、給食室 

本庁舎、分庁舎、各支所、各施設、学校など 
 

公民館、各施設など 
 

各施設 

本庁舎、富山支所など、学校教育課、

子育て支援課 

子育て支援課、学校教育課 

千倉図書館、学校給食センター 

千倉総合運動公園 

水道部管理課各浄水場 

なし 
 

司書 

看護師、保健師、介護

福祉士などの有資格者 

保育士免許 

なし 

幼稚園教諭免許 

看護師免許 

管理栄養士免許 

歯科衛生士免許 

調理師免許 

なし 
 

なし 
 

なし 
 

大型自動車免許２種 
 

なし 

普通自動車免許 

なし 

なし 

※　身体障害者手帳をお持ちの人で次の要件を満たす人の登録も受け付けています。 
① 活字印刷文への対応が可能であること。 
② 介護者なしに職務の遂行が可能であること。 

〜
臨
時
職
員
お
よ
び
非
常
勤
職
員
〜

登
録
制
度
と
は
？



市
臨
時
職
員
等
登
録
制
度
・
お
知
ら
せ

2008年11月号　 3

通
勤
費
に
相
当
す
る
賃
金

勤
務
地
ま
で
片
道
２
㎞
以
上
で
自
家
用

車
な
ど
を
利
用
さ
れ
る
人
に
は
、
通
勤
距

離
に
応
じ
て
支
給
し
ま
す
。

上
限
は
25
㎞
以
上
で
６
２
０
円
で
す
。

社
会
保
険
な
ど

雇
用
期
間
お
よ
び
勤
務
時
間
数
な
ど
に

よ
り
、
社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険
に
加

入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年
次
有
給
休
暇

雇
用
期
間
や
勤
務
時
間
数
に
応
じ
て
、

年
次
有
給
休
暇
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
TEL

33
―
１
０
２
１

事
業
所
な
ど
か
ら
提
出
さ
れ
る
給
与
支

払
報
告
書
の
仕
分
け
業
務
お
よ
び
、
確
定

申
告
受
付
業
務
な
ど
を
行
う
短
期
臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

８
人
程
度

勤
務
地

本
庁
舎
お
よ
び
各
支
所

資
格
な
ど

確
定
申
告
に
関
す
る
基
本
的

な
知
識
を
有
す
る
人

給
　
　
与

時
給
８
２
０
円

時
　
　
間

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
30
分
ま
で

期
　
　
間

平
成
21
年
２
月
２
日
（
月
）
か
ら

３
月
18
日
（
水
）
ま
で

※
土
･
日
・
祝
日
を
除
く
市
が
指
定
す
る
日

応
募
方
法

履
歴
書
を
11
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
税
務

課
ま
た
は
各
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
　
TEL

33
―
１
０
２
３

教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
の
情
操

教
育
の
向
上
を
目
的
と
し
た
音
楽
鑑
賞
会

を
開
催
し
、
併
せ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
本
場
の
歌
声
を
聞
い
て
い
た
だ
く
機
会

を
計
画
し
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
評
価
が
高
い
と
い

わ
れ
て
い
る
「
リ
ガ
大
聖
堂
少
年
合
唱
団
」

が
来
日
し
ま
す
。
音
楽
都
市
で
育
ま
れ
た

少
年
達
の
歌
声
は
心
が
温
ま
り
、「
天
使
」

そ
の
も
の
で
す
！
入
場
は
無
料
で
す
。

日
　
時

12
月
11
日
（
木
）

午
後
２
時
　
開
演

場
　
所

千
倉
中
学
校

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
　
TEL

46
―
２
９
６
２

11
月
１
日
に
２
０
０
８
年
漁
業
セ
ン
サ
ス

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
得
ら
れ
た
資
料
は
、
主
に
次
の
よ
う
な

基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
に
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

〇
地
方
交
付
税
に
基
づ
く
交
付
金
の
算
定

基
礎

〇
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
の
予
算
額

の
算
定

〇
将
来
の
漁
業
経
営
体
数
、
就
業
者
数
な
ど

を
推
計
し
、
漁
業
の
構
造
展
望
を
作
成

〇
水
産
白
書
の
作
成
お
よ
び
白
書
デ
ー
タ

に
よ
る
長
期
的
動
向
の
整
理

〇
漁
業
法
に
基
づ
く
漁
業
調
整
委
員
会
等

交
付
金
の
算
定
基
礎

〇
国
際
的
漁
業
管
理
に
関
す
る
基
礎
資
料

〇
指
定
漁
業
の
許
可
更
新
に
関
す
る
資
料

〇
漁
船
漁
業
対
策
事
業
に
関
す
る
資
料

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
基
本
法
に
基
づ

く
住
生
活
の
安
定
･
向
上
に
係
る
総
合
的

な
施
策
を
推
進
す
る
う
え
で
必
要
と
な
る

基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
、
居
住
環
境
を

含
め
た
住
生
活
全
般
に
関
す
る
実
態
や
居

住
者
の
意
向
･
満
足
度
な
ど
を
総
合
的
に

調
査
す
る
も
の
で
、
５
年
ご
と
に
実
施
し

ま
す
。

今
回
の
調
査
は
、
住
宅
や
世
帯
の
実
態

を
把
握
す
る
住
宅
･
土
地
統
計
調
査
に
回

答
さ
れ
た
世
帯
を
対
象
と
し
、
両
調
査
の

デ
ー
タ
を
リ
ン
ケ
ー
ジ
（
か
け
合
わ
せ
）

し
て
集
計
･
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
デ

ー
タ
の
有
効
活
用
を
図
り
、
今
後
の
施
策

の
推
進
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
効
果
的
に

得
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

11
月
下
旬
か
ら
統
計
調
査
員
証
を
持
っ

た
調
査
員
が
、
対
象
と
な
っ
た
世
帯
を
訪

問
し
ま
す
。
調
査
を
お
願
い
す
る
皆
さ
ん

に
は
重
ね
て
お
手
数
を
お
か
け
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

建
設
部
管
理
課
　
TEL

33
―
１
１
０
２

短
期
臨
時
職
員
募
集

南
房
総
市
音
楽
鑑
賞
会

〜
天
使
の
歌
声

リ
ガ
大
聖
堂
少
年
合
唱
団
〜

2
0
0
8
漁
業
セ
ン
サ
ス

〜
セ
ン
サ
ス
は
何
に
使
う
の
〜

住
生
活
総
合
調
査

〜
12
月
１
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
〜

「
セ
ン
サ
ス
」
の
語
源

古
代
ロ
ー
マ
に
「
セ
ン
ソ
ー
ル
」
と

い
う
職
の
役
人
が
い
ま
し
た
。
こ
の
役

職
は
、
５
年
ご
と
に
ロ
ー
マ
市
民
の
数

な
ど
を
調
査
す
る
こ
と
を
職
務
と
し
、

セ
ン
ソ
ー
ル
が
行
う
調
査
を
「
セ
ン
サ

ス
」
と
呼
ん
で
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
セ
ン
サ
ス
」
と

は
、
す
べ
て
の
客
体
を
調
査
対
象
と
し
、

個
々
の
客
体
に
つ
い
て
調
査
票
を
用
い
、

全
般
的
な
多
項
目
に
わ
た
る
調
査
を
行

う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
課
　
TEL

33
―
１
０
０
３
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市長への手紙など（6月から9月まで）に寄せられた

ご意見の一部を紹介します。ご意見は市長が拝見し、

市民と協働のまちづくりに役立たせていただきます。

合併による生活環境の変化から、地域間の広
域移動に対するニーズに対応できるような市域横断的な
路線の実証運行を検証します。ご要望のありました運行
ルートの、和田支所～和田地域福祉センターまでの間の
国道128号上には、館山日東バス株式会社の路線バスが
運行しているため、道路運送法に基づく許認可または登
録が必要になります。路線の競合がある場合には、路線
申請は難しくなります。
実証運行では、運行中に評価変更を十分に行い、利用

の少ない区間などについては、利便性に沿った路線の検
討をしていきます。

市内には約5,600基の防犯灯があり、修繕な
どの必要な防犯灯については、各行政区などから報告を
いただき対処しています。防犯灯には、自動点滅器（外
の明るさを検知して照明器具の入・切を自動的に行う装
置）が設置されていますが、自動点滅器の老朽や故障な
どによって、誤作動が発生することもあります。今後は
行政区に再確認していただき防犯灯の適正な管理に努め
ます。

10月1日から市内を横
断する快速バスが運行されると聞い
ていますが、始発場所を「和田支所」
とし、「和田地域福祉センター」経由
とすれば、利用価値、利便性、発展
性はおそらく倍増し、横断バスの大
きな目的であ
る辺地市民の
夢も明るくふ
くらむことで
しょう。

回　答

支所の体制を見直し、行政サービスを維持するため、
平成19年度に保健師を三芳分庁舎に集約しました。その結果、
機能的で効率的な保健師業務につながり、ある程度、市内の保
健事業の均一化も図ることができました。
三芳分庁舎に集約しても、旧町村ごとに地区担当保健師を決

めて、健康相談・健康教育などに携わるようにしています。健
康上のお悩みがありましたら、いつでもご相談を受け、必要に
応じて、地区担当保健師が訪問します。
お気軽にお電話（健康増進課　TEL 36－1152）ください。

回　答

リバーサイドの駐車場の
ことだと考えます。リバーサイドプ
ラザの駐車場の利用状況をみます
と、土日および祭日には、釣りやサ
ーフィンを行うために多くの車が駐
車されています。駐車場内には公園
利用者以外の人の長時間の駐車につ
いては、注意をする看板を設置して
います。あくまで利用者のモラルに
訴えかけるものです。

回　答

への 
掲示板 

手紙 市長 
掲示板 

手紙 市長 
掲示板 

手紙 市長 
掲示板 
への への への 手紙 市長 など など など など 

生活環境

ローズマリー
公園の第2駐車場に公園利用者
以外のサーファーや釣り人に
無料の駐車場を提供し、なおかつトイレや水道まで無料で使
用させているのはいかがなものかと思っています。
また、駐車場を利用する人々のマナーの悪さに住民税を支

払っている者として非常にむなしさを感じます。自分たちの
支払ったお金で自分たちが不愉快に成るのは耐えられません。
駐車場使用の有料化か公園利用者限定をお願いします。

市内の街灯（防犯灯）が雨の日や
薄暗くなると、ついている所がありま
す。地球温暖化など問題のあるなかで、
暗くなったらつくようにしたらどうで
しょうか？朝いつまでもついている場
合があります。
南房総市だけではないと思いますが、

少し気になりましたので提案させてい
ただきます。

施設利用

保健師さんは、三
芳に行ってしまって旧町役場にい
ないため、相談に行けないのが困
ります。
山の中から行くにしても車に乗

れないし、自転車で三芳に行くに
は2、3時間かかってしまいます。
以前のように支所（旧役場）に1
人でも保健師さんを駐在すべきだ
と思います。

市政一般

回　答

快速バス「うらら」

リバーサイドプラザの駐車場



市

長

へ

の

手

紙
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市長へのご意見・ご提言をお寄せください！
市役所本庁舎、三芳分庁舎、各支所、白浜フローラルホール、千

倉公民館、丸山保健福祉センター、和田地域福祉センター、とみう
ら元気倶楽部に「市長への手紙」および提案箱を設置してあります
ので、ご利用ください。
ホームページからでもお聞きしています！
市民の皆さんからの建設的なご意見などを、お寄せください。皆さんからの

「ご意見・ご提言」は、すべて市長が拝見し、今後の市政運営に活用させてい
ただきます。
問い合わせ 秘書課　TEL 33－1002

※紹介した内容および回答については、紙面の都合のため抜粋で表記してあります。

白浜駅の老朽化につきましては認識している
ところです。
施設につきましては、ＪＲバス関東の所有施設である

ことから、昨年から数回にわたりＪＲバス関東と駅の利
活用について協議をいたしましたが、現在のとこ
ろ具体的な解決策を見出すまで至っていません。
しかしながら、バス利用者の利便性や安全性の向
上のため、引き続きＪＲバス関東に対し要望して
いきます。

ＪＲバス白浜駅の老
朽化が目立ちます。観光地を意識する
まちとしては駅がボロいとイメージダ
ウンになると思います。
新しい駅の

建替えはいつ
ごろになりま
すか？

回　答
まちづくり

ＪＲバス白浜駅

現在、市域内においては、ペットと過ご
せる施設（ペンション、レストラン）は数件ありま
すが、まだほかの積極的に取り組んでいる地域と比
べると少ないと思われます。このため、ペット同伴
の旅行が増えていることを認識し、昨年、地元宿泊
業者を対象に「人にもペットにも優しい千葉の旅」
と題し、ペット連れの来訪者をターゲットとしたセ
ミナーを本市において開催するなど、受け入れる態
勢を育てているところです。

いつも犬連れで南房総市
へよくいきます。自然がたく
さんで、本当にいいところだとは思います
が、犬の施設が全くないのが残念です。静
岡や長野など、首都圏の田舎は必ずと言っ
ていいほど犬の施設が充実しています。ド
ッグランやドッグカフェ、犬連れで泊まれ
るホテルなどができたら、もっと訪れる人
が増えるのではないでしょうか？

回　答

近年の農林水産業を取り巻く情勢は、長引く
原油価格の高騰、価格や所得の低迷、過疎化、高齢化の
進展等の中で、担い手の減少、耕作放棄地の増加など大
変厳しい状況にあり、地域の活力も低下しつつあります。
こうした現状を打破し、農山漁村の活力を取り戻すた

め、紹介のありましたビジネス雑誌にも色々な取り組み
が紹介されていましたとおり、地域の活性化を図ろうと
する試みが全国的に見られるようになり、本市において
も頑張っている人もいます。
国においても、地域の基幹産業である農林水産業と商

工業などとの連携を促進し、雇用の創出をはかり、地域
の活性化に結びつけるための支援策を講じつつありま
す。少子・高齢化、人口減少社会が到来するなど経済社
会が大きく変化しているなか、農山漁村が有する潜在能
力を最大限に引き出せるように、各産業に従事する人、
関係機関などと協力し、市の主要産業である第1次産
業の振興に努めていきたいと考えます。

最近読んだ情報発信型のビジネス
雑誌の記事で、世の中には第1次産業
でまだまだ頑張っている人々がいるこ
とに注目させられました。これらの記
事のうち一部でも当市で応用できるこ
とがあるのではないかと思い、写しを
同封しますので是非ご一読をお願いし
ます。
行政は何かを発信すると「それは○

○の法律や規則があるからダメ」とす
ぐに否定から始まります。ではその縛
りを避けて、これこれを実現するため
には他にどんな方法や工夫が考えられ
るか、といった積極的な思考パターン
に切り換えて事に当たって
いただきたい。

回　答



パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

10月1日から快速バス「うらら」が実証運行を開始しました。

ちまたで噂のあの「赤いバス」です。

もうご覧になりましたか？　もうお乗りになりましたか？　

目立つデザインが大人気で、富浦保育所を通ると「赤いバスが来

た～！」と子どもたちが駆け寄ってきます。

利用状況も順調で、和田～富浦間を片道300円で乗車できることから、多くの市民の皆さんの横断バスと

して利用していただいています。

南三原駅前在住の女性の人
「みんなが話題にしているので、まずは

乗車してみました。実際に乗らないとわか
らないからね。」と、心強い宣伝マンを買
って出ていただきました。

ちょっぴり寒い秋風が吹き始めた11月。
バスに乗って、南房総市の東西をゆったり
横断してみてはいかがでしょうか？

問い合わせ 企画政策課　TEL 33－1001

6 2008年11月号

ＰＣPublic Comment パブリックコメント
市民の皆さんから意見を募集します！提出および問い合わせ

企画政策課　TEL 33－1001

市民憲章は、市民の生活や環境などに関わる理想

や願望を重点的に示すものです。合併前は、旧富浦

町・旧富山町・旧三芳村・旧千倉町で制定されてい

ました。

市民憲章は策定にあたり、市民代表などからなる

市民憲章検討委員会において方針を次のように決定

しました。

1 子どもにわかりやすい市民憲章とする。

2 南房総市らしさをうたいあげるため、詩形式とする。

3 南房総市の将来の姿、方向性を示すものとする。

4 市民からのキーワード募集結果を尊重する。

5 方言を入れ、房州人の心意気を示す。

パブリックコメントとは・・・
「パブリック」は「公衆」、「コメント」は「意

見」の意味です。
パブリックコメント制度は、市が市政などを

決めるときに、その案を広く市民に公表し、一
定の期間を設け、その案に対する意見や要望を
募集する制度です。
なお、意見を提出できる人は、市内に住所が

ある人などに限定しています。

意見募集期限 12月10日（水）
資料閲覧方法
企画政策課および各支所 ※休日祭日は、日直対応

午前8時30分から午後5時30分まで
市ホームページ
http://www.city.minamiboso.chiba.jp/

提出方法
指定の様式に住所、氏名、電話番号を明記

のうえ、持参、郵送、電子メールまたはファ
クスで提出ください。
※ 指定の様式は、企画政策課および各支所
または、ホームページをご利用ください。

男女共同参画推進計画は、男女が互いにその人権

を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりな

く、その個性と能力を十分に発揮することができる

男女共同参画社会の実現に向けて基本的な考え方を

示すものです。

この計画の計画期間は、平成21年度から平成25

年度までの5年間とし、家庭、地域社会、職場にお

いて男女がともに担いあう環境づくりに向けての意

識啓発を重視した計画とします。

あなたのご意見
を市政に

市民憲章 男女共同参画推進計画男女共同参画推進計画市民憲章

～快速バス「うらら」実証運行開始～
南房総市地域公共交通活性化協議会通信　シリーズ1

ちまたで噂のあの「赤いバス」
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７
月
29
日
か
ら
８
月
15
日
ま
で
の
間
に
高
校
生
海
外

校
生
海
外

派
遣
派
遣
に
参
加
参
加
し
た
交
流
研
修
報
告

交
流
研
修
報
告
を
紹
介
紹
介
し
ま
す
。 

７
月
29
日
か
ら
８
月
15
日
ま
で
の
間
に
高
校
生
海
外

派
遣
に
参
加
し
た
交
流
研
修
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。 

７
月
29
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
旅
立
っ

た
。
私
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
メ
ル
ボ

ル
ン
と
い
う
都
市
は
、
日
本
と
季
節
が
反

対
で
冬
だ
っ
た
の
で
す
ご
く
寒
か
っ
た
で

す
。私

が
お
世
話
に
な
っ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
は

４
人
家
族
で
、
み
ん
な
が
と
て
も
優
し
く
、

温
か
い
家
庭
で
し
た
。
パ
パ
は
と
て
も
お

も
し
ろ
く
、
写
真
を
撮
り
に
ア
ウ
ト
ド
ア

に
出
か
け
る
の
が
好
き
で
、
な
に
よ
り
本

当
に
家
族
の
こ
と
が
大
好
き
で
大
切
に
し

て
い
る
感
じ
が
い
つ
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
マ
マ
は
い
つ
も
家
族
と
私
の
心
配
を

し
て
く
れ
て
、
き
れ
い
好
き
だ
か
ら
毎
日

の
掃
除
は
か
か
さ
ず
、
家
族
み
ん
な
の
こ

と
を
誰
よ
り
も
理
解
し
て
い
る
良
き
マ
マ

で
し
た
。
お
兄
ち
ゃ
ん
は
メ
ル
ボ
ル
ン
大

学
に
行
っ
て
い
て
か
な
り
頭
が
良
か
っ
た

で
す
。
日
本
に
も
来
た
こ
と
が
あ
り
、
大

学
で
は
日
本
語
の
勉
強
を
し
て
い
る
ら
し

く
、
す
ご
く
日
本
語
が
上
手
で
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
そ
し
て
私
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で

面
倒
を
見
て
く
れ
た
リ
サ
は
本
当
に
優
し

い
子
で
し
た
。
わ
た
し
よ
り
１
歳
下
の
子

だ
っ
た
の
に
、
す
ご
く
し
っ
か
り
し
て
い

て
、
誰
に
で
も
気
を
つ
か
え
て
、
勉
強
も

一
生
懸
命
で
将
来
は
国
際
弁
護
士
に
な
り

た
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
リ
サ
も
日
本

語
を
勉
強
し
て
お
り
、
と
て
も
上
手
で
す

ご
く
助
か
り
ま
し
た
。
パ
パ
と
お
兄
ち
ゃ

ん
と
リ
サ
は
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
す
ご
く
好

き
で
家
族
み
ん
な
で
テ
レ
ビ
の
前
に
集
ま

り
応
援
し
た
の
は
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で

す
。
パ
パ
と
お
兄
ち
ゃ
ん
が
好
き
な
チ
ー

ム
と
リ
サ
の
好
き
な
チ
ー
ム
は
違
っ
て
い

て
、
そ
の
２
つ
の
チ
ー
ム
が
戦
っ
て
い
る

と
き
の
３
人
の
や
り
取
り
を
聞
い
て
い
て

家
族
が
仲
良
し
な
の
は
す
ご
く
い
い
こ
と

な
ん
だ
と
不
思
議
と
嬉
し
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

私
の
向
こ
う
で
の
生
活
は
、
リ
サ
が
通

っ
て
い
る
学
校
に
一
緒
に
行
き
、
同
じ
授

業
を
受
け
た
り
し
ま
し
た
。
ぜ
ん
ぜ
ん
わ

か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
日
本
語
の
授
業
の

と
き
は
、
み
ん
な
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
リ
サ
の
友
達
と
も
仲

良
く
な
れ
、
み
ん
な
で
ラ
ン
チ
を
食
べ
た

り
す
る
と
き
は
す
ご
く
楽
し
く
、
笑
い
が

絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
み
ん
な
私
が
日
本

人
で
あ
る
こ
と
を
気
に
せ
ず
、
普
通
に
仲

間
に
い
れ
て
く
れ
た
の
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。そ

ん
な
感
じ
で
楽
し
い
学
校
生
活
も
あ

っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
、
帰
国
前
日
の
サ

ヨ
ナ
ラ
パ
ー
テ
ィ
ー
。
こ
の
日
で
学
校
で

仲
良
く
な
っ
た
友
達
と
は
バ
イ
バ
イ
で
、

た
く
さ
ん
い
ろ
い
ろ
な
子
と
写
真
を
撮
っ

た
り
、
み
ん
な
で
歌
っ
た
り
、
最
後
の
時

間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
し
て
帰
国
の
日
。
朝
の
２
時
半
起
き

で
３
時
に
学
校
集
合
だ
っ
た
の
で
、
ち
ょ

っ
と
き
つ
か
っ
た
で
す
。
で
も
そ
ん
な
こ

と
よ
り
家
族
と
別
れ
る
の
が
本
当
に
嫌
で
、

も
う
ち
ょ
っ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
い
た

か
っ
た
で
す
。
帰
る
の
が
寂
し
く
て
号
泣

で
し
た
。
で
も
家
族
の
み
ん
な
が
「
ま
た

お
い
で
よ
。
今
度
は
日
本
に
い
る
あ
な
た

の
家
族
も
一
緒
に
。」
と
い
っ
て
く
れ
た
の

が
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

今
回
の
貴
重
な
経
験
を
ム
ダ
に
し
な
い

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
た
く
さ
ん
英
語

を
勉
強
し
、
で
き
れ
ば
留
学
を
し
、
小
さ

い
頃
か
ら
の
夢
で
あ
る
外
国
で
働
く
と
い

う
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

石井　安那さん

文理開成高校2年
白浜地区（ ）

ホームステイの様子



樋
口
さ
ん
は
、
稲
都
小
学
校
教
頭
、

鋸
南
第
一
中
学
校
教
頭
、
上
三
原
小
学

校
長
、
南
三
原
小
学
校
長
、
白
浜
小
学

校
長
、
富
浦
小
学
校
長
な
ど
、
長
年
に

わ
た
り
児
童
生
徒
の
育
成
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

本
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

生
稲
さ
ん
は
、
昭
和
39
年
に
海
上
自

衛
隊
に
入
隊
後
、
37
年
間
を
艦
艇
水
測

員
、
警
備
所
警
備
係
員
、
術
科
学
校
教

官
と
し
て
勤
務
、
海
上
で
の
監
視
活
動
、

陸
上
で
の
警
備
活
動
の
業
務
に
従
事
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

本
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

第
11
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

闍
木
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
７
月
に
旧

白
浜
町
農
業
委
員
会
委
員
、
平
成
８
年

７
月
に
同
農
業
委
員
会
会
長
に
就
任
、

平
成
18
年
３
月
の
町
村
合
併
以
後
も
南

房
総
市
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
農

地
行
政
推
進
に
尽
力
し
、
現
在
も
委
員

と
し
て
活
躍
中
で
す
。
通
算
21
年
に
わ

た
り
、
遊
休
農
地
解
消
の
指
導
や
農
地

の
賃
貸
借
・
利
用
集
積
の
促
進
、
新
規

就
農
者
へ
の
支
援
な
ど
に
努
め
て
い
ま

す
。
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
本
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

岩
井
民
宿
組
合
は
、
昭
和
44
年
２
月

に
設
立
し
、
海
水
浴
を
中
心
と
し
た

「
夏
季
型
観
光
」
か
ら
、「
通
年
型
観
光
」

へ
の
転
換
を
目
指
し
、
地
引
網
や
干
物

作
り
、
び
わ
収
穫
、
房
州
う
ち
わ
作
り

な
ど
地
域
な
ら
で
は
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー

を
観
光
客
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
修
学

旅
行
生
や
訪
日
旅
行
客
な
ど
の
誘
致
に

取
り
組
み
、
観
光
振
興
に
よ
る
地
域
活

性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
こ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
本
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

生稲　靖
おさむ

さん

（61歳）

（富浦地区）

皆皆
ささ
んん
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

（順不同）

叙
　
勲

樋口　宏さん
（88歳）

（三芳地区）

瑞宝単光章 瑞宝双光章

文
化
の
日
千
葉
県
功
労
者
表
彰

闍木幸直さん
（78歳）

（白浜地区）

農林水産功労

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
・
お
知
ら
せ

8 2008年11月号

10
月
14
日
（
火
）
川
名
已
一
さ
ん
（
南
房

総
市
吉
沢
）
か
ら
市
へ
福
祉
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
現
金
５
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

10
月
９
日
（
木
）
市
役
所
で
大
規
模
災
害

時
に
迅
速
で
円
滑
な
医
療
活
動
を
目
指
す
協
定

を
安
房
医
師
会
（
宮
川
準
会
長
）、
安
房
歯
科

医
師
会
（
石
井
治
会
長
）
と
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
行
政
と
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
が

協
力
し
、
安
全
・
安
心
な
地
域
を
目
指
す
も
の

で
、
旧
町
村
と
の
協
定
は
あ
り
ま
し
た
が
、
新

市
に
な
っ
て
新
た
に
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
富
浦
エ
コ
ミ
ュ
ー
ゼ
研
究
会

で
は
、
大
房
岬
内
の
遊
歩
道
沿
い
の
35
種
類

の
樹
木
の
名
前
を
当
て
る
ゲ
ー
ム
「
緑
の
探

検
（
グ
リ
ー
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
）」
を
開

催
し
ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
樹
木
に

ま
つ
わ
る
話
や
大
房
岬
の
伝
説
・
歴
史
の
話

を
聞
き
な
が
ら
、
秋
の
大
房
岬
を
散
策
し
ま

せ
ん
か
。
親
子
づ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日
　
時

11
月
23
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
出
発

※
　
午
前
９
時
か
ら
受
付
開
始
で
す
。

参
加
費

無
料

コ
ー
ス

次
の
３
コ
ー
ス
か
ら
受
付
で
選
択

①
大
房
岬
１
周
コ
ー
ス

（
所
要
時
間
　
２
時
間
〜
２
時
間
30
分
）

②
展
望
台
コ
ー
ス

（
所
要
時
間
　
１
時
間
〜
１
時
間
30
分
）

③
南
繋
船
場

み
な
み
け
い
せ
ん
ば

コ
ー
ス

（
所
要
時
間
　
１
時
間
〜
１
時
間
30
分
）

※

す
べ
て
の
コ
ー
ス
に
、
大
房
岬
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
、
グ
リ
ー
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
・
ガ
イ
ド
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
イ
ノ
シ
シ

鍋
無
料
配
布
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
平
成
20
年
度
千
葉
県
モ
デ
ル
事

業
地
域
活
性
化
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業

の
採
択
を
受
け
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部

TEL

33
―
３
４
１
１

善
意
の
寄
付
〜
福
祉
へ
寄
付
〜

災
害
時
の
医
療
活
動
を
協
定

〜
安
房
医
師
会
・
安
房
歯
科
医
師
会
と
〜

「
緑
の
探
検
」
参
加
者
募
集

〜
グ
リ
ー
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
〜

協定締結式の様子

地
域
観
光
振
興
功
労

岩
井
民
宿
組
合
（
富
山
地
区
）

※
秋
の
叙
勲
受
章
者
は
、
次
号
に
て
紹

介
予
定
で
す
。



◆
10
月
定
例
記
者
会
見

10
月
29
日
（
水
）
実
施

会
見
項
目

南
房
総
市
臨
時
職
員
等
登
録
制
度
に
つ
い

て
（
詳
細
は
、
2
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

※
　
市
で
は
、
基
本
的
に
月
１
回
の
定
例
記

者
会
見
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
記
者
会
見
の

資
料
は
秘
書
課
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

秘
書
課
　
TEL

33
―
１
０
０
２

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
・
お
知
ら
せ
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中
な
ど
に
多
く
出
没
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
た
め
の
「
わ

な
」・「
檻お
り

」（
法
定
猟
具
）
を
設
置
す
る
に
は
、

わ
な
免
許
を
取
得
し
、県
の
許
可
が
必
要
で
す
。

無
免
許
で
設
置
す
る
と
罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
度
は
安
房
合
同
庁
舎
（
館
山

市
）
に
て
狩
猟
免
許
試
験
を
行
い
ま
す
の
で
、

わ
な
の
設
置
を
考
え
て
い
る
人
は
積
極
的
に

受
験
し
て
く
だ
さ
い
。
免
許
試
験
日
は
、
12

月
７
日
（
日
）
で
、
試
験
の
申
込
期
限
は
、

11
月
21
日
（
金
）
ま
で
で
す
。
狩
猟
免
許
に

関
す
る
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
県
南
房
総

県
民
セ
ン
タ
ー
安
房
事
務
所
（
TEL

22
―
７

１
１
１
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
11
月
15
日
か
ら
２
月
15
日
ま
で
狩

猟
が
解
禁
と
な
り
ま
す
。
ほ
か
の
地
域
か
ら
ハ

ン
タ
ー
の
入
山
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
野
外

で
活
動
さ
れ
る
場
合
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会

農
林
水
産
課
　
TEL

33
―
１
０
７
１

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
（
昭
和
24
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
学
習

の
成
果
を
地
域
活
動
で
役
立
て
る
な
ど
、
社

会
参
加
の
意
欲
の
あ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

定
　
　
員

一
般
課
程
（
福
祉
科
・
生
活
科
・
園
芸

科
・
陶
芸
科
）

計
１
４
３
５
人

通
信
課
程
（
福
祉
生
活
科
）

５
０
０
人

年
末
調
整
や
確
定
申
告
、
市
県
民
税
の
申

告
の
際
に
、
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
、
納
付
し
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
な

ど
が
発
行
す
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
が
社
会
保
険
庁
か
ら
被
保
険
者
本

人
あ
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

控
除
証
明
書
の
発
送
時
期
は
、
平
成
20
年

１
月
１
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
の
間
に
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
あ
っ
た
人
の
分
に
つ

い
て
は
11
月
上
旬
で
す
。
平
成
20
年
10
月
２

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
初
め
て
納
付

し
た
人
に
は
、
平
成
21
年
２
月
上
旬
に
同
様

の
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
平
成
20
年
中
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
人
全
員
に
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
を
行
う
ま
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
控
除
証
明
書
を
紛
失
し
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

控
除
証
明
書
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

TEL

０
５
７
０
―
０
７
０
―
１
１
７

（
平
成
21
年
３
月
13
日
ま
で
の
平
日
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

Ｉ
Ｐ
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
か
ら
は

TEL

０
３
―
６
７
４
８
―
８
８
８
２

新
た
に
65
歳
に
な
る
人
の
介
護
保
険
料

は
、
年
金
受
給
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
最
初

は
普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
付

す
る
方
法
）
に
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
年
金
保
険
者
（
社
会
保
険
庁
や

共
済
組
合
な
ど
）
に
よ
り
年
金
か
ら
直
接
差

し
引
く
こ
と
が
で
き
る
と
確
認
さ
れ
た
人

は
、
特
別
徴
収
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
特
別

徴
収
に
切
り
替
わ
る
ま
で
は
お
お
む
ね
半
年

か
ら
１
年
程
度
か
か
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
　
TEL

36
―
１
１
５
４

最
近
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
が
山

入
学
金
お
よ
び
授
業
料

入
学
金
　
無
料

授
業
料

一
般
課
程
　
年
額
　
　
１
８
０
０
０
円

通
信
課
程
　
年
額
　
　
　
４
０
０
０
円

※

な
お
、
授
業
料
の
ほ
か
に
教
材
費
な
ど

の
負
担
が
あ
り
ま
す
。

入
学
案
内
の
配
布

11
月
上
旬
予
定

※

生
涯
大
学
校
各
学
園
、
市
高
齢
者
福
祉

課
、
各
県
民
セ
ン
タ
ー
、
各
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
県
庁
高
齢
者
福
祉
課
な
ど
で
配

布
し
ま
す
。
郵
送
希
望
の
人
は
、
１
４
０

円
切
手
を
は
っ
た
返
信
封
筒
（
角
２
）
を

同
封
の
う
え
、
生
涯
大
学
校
事
務
局
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.chiba.lg.jp/sc/sdg

専
攻
課
程

一
般
課
程
の
卒
業
生
が
対
象
と
な
る
専
攻

課
程
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
各
学

園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

願
書
受
付
期
限

12
月
26
日
（
金
）

※

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と

し
ま
す
。
な
お
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝

日
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。（
郵
送
の

場
合
は
12
月
26
日
消
印
ま
で
有
効
）

願
書
提
出
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

〒
２
６
０
―
０
８
０
１

千
葉
市
中
央
区
仁
戸
名
町
６
６
２
―
２

千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局

TEL

０
４
３
―
２
６
６
―
４
７
０
５

介
護
保
険
料

〜
新
た
に
65
歳
に
な
る
人
へ
〜

有
害
鳥
獣
対
策

〜
わ
な
の
設
置
に
は
狩
猟
免
許
が
必
要
で
す
〜

平
成
21
年
度

県
生
涯
大
学
校
の
学
生
募
集

年
末
調
整
・
確
定
申
告

〜
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
の
添
付
を
忘
れ
ず
に
〜
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人
間
は
、
だ
れ
で
も
「
幸
福
な
生
活
を
お

く
る
権
利
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
人

権
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
人
間
が
人
間
ら
し

く
生
き
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
権
利

で
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
こ
の
大
切
な
権
利
を
守
る
た
め
に
努
力

し
て
い
ま
す
が
、
特
に
毎
年
12
月
４
日
か
ら

10
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
し

て
、
特
設
人
権
相
談
な
ど
各
種
の
行
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。

「
常
設
人
権
相
談
所
」
開
設

日
　
時

12
月
３
日
（
水
）
・
10
日
（
水
）
・
17
日

（
水
）・
24
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
　
所

千
葉
地
方
法
務
局
館
山
支
局

人
権
相
談
所

相
談
員

人
権
擁
護
委
員

「
街
頭
啓
発
」

日
　
時

12
月
５
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

場
　
所

お
ど
や
千
倉
店
・
お
ど
や
丸
山
店

・
お
ど
や
鋸
南
店

内
　
容

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
・
啓
発
物
品
の
配
布

問
い
合
わ
せ

市
民
課
　
TEL

33
―
１
０
５
１

日
　
　
時

12
月
９
日
（
火
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

相
談
方
法
（
臨
時
電
話
）

０
４
３
―
２
２
４
―
９
２
２
３

内
　
　
容

障
害
者
・
高
齢
者
に
関
す
る
人
権
問
題
、
法

律
問
題
（
財
産
問
題
、
金
銭
問
題
、
家
族
問
題

な
ど
）
全
般
　
に
つ
い
て
弁
護
士
が
対
応

問
い
合
わ
せ

人
権
擁
護
委
員
会
委
員
　
濟
木
昭
宏
（
法

律
事
務
所
シ
リ
ウ
ス
）

TEL

０
４
３
―
２
２
２
―
３
４
３
０

県
（
千
葉
県
多
重
債
務
問
題
対
策
本
部
）

で
は
、多
重
債
務
で
お
困
り
の
人
を
対
象
に
、

弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
に
よ
る
債
務
整
理

や
生
活
再
建
の
た
め
の
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
　
　
時

11
月
29
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

相
談
方
式

①
電
話
相
談
（
相
談
当
日
専
用
）

TEL

０
４
３
８
―
23
―
５
１
４
６

②
面
接
相
談（
電
話
事
前
申
込
・
先
着
順
）

受
付
時
間

平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

面
接
場
所

県
南
房
総
県
民
セ
ン
タ
ー

（
木
更
津
市
貝
渕
３
―
13
―
34
）

申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

県
庁
県
民
生
活
課
消
費
者
行
政
推
進
室

TEL

０
４
３
―
２
２
３
―
２
２
７
１

日
　
時

11
月
24
日
（
月
）

午
前
９
時
20
分
（
受
付
開
始
）

場
　
所

県
南
総
文
化
ホ
ー
ル

内
　
容

基
調
講
演
（
午
後
10
時
30
分
〜
正
午
）

「
暮
ら
し
の
中
で
リ
ハ
を
考
え
よ
う
」

〜
認
知
症
の
人
も
体
に

障
害
が
あ
る
人
も
共
に
暮
ら
す
〜

講
師
　
助
川
　
未
枝
保
さ
ん

（
日
本
介
護
支
援
専
門
員
協
会
常
務

理
事
・
特
別
擁
護
老
人
ホ
ー
ム
じ
ょ

う
も
ん
の
郷
施
設
長
）

特
別
講
演
（
午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分
）

「
誰
も
が
安
心
し
て

地
域
に
住
み
続
け
る
た
め
に
」

講
師
　
澤
村
　
誠
志
さ
ん

そ
の
他

・
ケ
ー
ス
レ
ポ
ー
ト
・
患
者
会
紹
介

・
相
談
コ
ー
ナ
ー

・
リ
ハ
・
ケ
ア
施
設
紹
介
・
作
品
展
示
会

申
込
方
法

フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
費

無
料

申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

亀
田
総
合
病
院
カ
ス
タ
マ
ー
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
部
　
羽
田
洋
一

TEL

04
―
７
０
９
９
―
２
３
５
９

FAX

04
―
７
０
９
９
―
１
２
３
１

第
60
回
人
権
週
間

〜
12
月
4
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
〜

障
害
者
・
高
齢
者
の
人
権
・
法
律

１
１
0
番

多
重
債
務
無
料
相
談
会

第
2
回
　
南
房
総
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
・
ケ
ア
懇
談
会

〜
つ
な
げ
よ
う
地
域
で
支
え
る
人
と
人
〜

〔相談内容〕いじめ、親子・夫婦・扶養・ 
　　　　　相続などの家庭問題、差別・ 
　　　　　いやがらせなどの問題や悩み 
　　　　　ごとなど 
〔相談員〕人権擁護委員・法務局職員 

「特設人権相談所」開設（市内） 
相談時間　午前10時から午後3時まで 

実施日 場　所 
12月  4日（木） 
12月  8日（月） 
12月12日（金） 

白浜支所 
丸山保健福祉センター 
とみうら元気倶楽部 



お

知

ら

せ

地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
共
聴
で
受

信
す
る
た
め
に
は
、

共
聴
の
デ
ジ
タ
ル

化
改
修
に
先
立
ち
、

受
信
点
な
ど
で
の

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
可
否
の
調
査
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
受
信
点
調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
が
総
務
省
に
協
力
し
て
地
上
放
送
の
完

全
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
た
め
、
無
料
で
受
信

点
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
施
内
容

申
し
込
み
の
あ
っ
た
共
聴
施
設
の
デ
ジ
タ

ル
改
修
に
必
要
な
受
信
点
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

※

受
信
点
移
設
な
ど
の
費
用
の
算
出
や
改

修
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
設
計
は
含
み
ま
せ

ん
。

調
査
主
体

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
実
施
し
、
こ
れ
に
必
要
な
経
費

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
負
担
し
ま
す
。

実
施
対
象

山
間
部
な
ど
で
難
視
解
消
の
た
め
、
施
設

組
合
が
自
主
的
に
設
置
し
た
自
主
共
聴
施
設

が
対
象
で
す
。

※
　
ビ
ル
陰
や
送
電
線
な
ど
に
よ
る
受
信
障
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害
対
策
共
聴
や
集
合
住
宅
共
聴
は
、
対
象
外

で
す
。

調
査
時
期

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
21
年
度

※

後
日
、
調
査
申
し
込
み
の
あ
っ
た
施
設

組
合
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
中
継
局
の
開
局
状
況
な
ど

を
検
討
し
た
上
で
詳
細
を
打
合
せ
し
ま
す
。

申
込
方
法

調
査
依
頼
書
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

情
報
推
進
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
市
民
福
祉

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

市
で
受
理
し
た
後
、
千
葉
県
を
経
由
し

て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

調
査
依
頼
書

調
査
依
頼
書
は
、
情
報
推
進
課
ま
た
は
各

支
所
地
域
市
民
福
祉
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
課
　
TEL

33
―
１
０
０
３

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
日
常
生
活
に
当
た
り

前
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
動
画
や
音
楽
配
信

な
ど
超
高
速
・
大
容
量
通
信
を
前
提
と
し
た

サ
ー
ビ
ス
も
数
多
く
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
光

フ
ァ
イ
バ
ー
を
使
っ
た
超
高
速
・
大
容
量
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
よ
り
生
活
の
便
利

さ
、
企
業
活
動
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な

ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
通
信

事
業
者
は
、
利
用
希
望
の
少
な
い
地
域
に
光

フ
ァ
イ
バ
ー
を
引
く
の
は
難
し
い
と
言
っ
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
要
望
を
取
り
ま
と
め
、

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
サ
ー
ビ
ス

(

以
下
「
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
サ
ー
ビ
ス
」)

が
提
供
さ

れ
る
よ
う
、
要
望
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
以
前
に
同
様
の
要
望
書
を
出
し
た
人
も

改
め
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

12
月
５
日
（
金
）

※

提
出
期
限
を
過
ぎ
た
後
も
適
宜
受
け
付

け
し
ま
す
。
要
望
書
は
、
提
出
場
所
に
も

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

提
出
方
法

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

提
出
場
所

情
報
推
進
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
市
民
福

祉
課

問
い
合
わ
せ

〒
２
９
９
―
２
４
９
２

南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28

南
房
総
市
企
画
部
情
報
推
進
課

TEL

33
―
１
０
０
３

FAX

20
―
４
５
９
６

joho@
city.m

inam
iboso.chiba.jp

●　ＦＴＴＨサービスの利用を希望されない人は、記入・提出の必要はありません。
● 要望書の提出によってFTTHサービスが提供された場合、通信事業者よりFTTHサービスの利用に関する案
内がされる場合があります。
●　ＦＴＴＨサービスの提供となった場合でも、設備などの都合により利用できない場合があります。
●　記入された個人情報は通信事業者に提供しますが、その他の目的には使用しません。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
協
力
に
よ
る

自
主
共
聴
の
受
信
点
調
査

光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
サ
ー
ビ
ス

〜
皆
さ
ん
の
力
で

南
房
総
市
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
〜

キ リ ト リ

ＦＴＴＨサービス要望書

南房総市 

名　　　　前 
（法人については会社名） 

利用予定場所 

電 話 番 号  



知
っ
て
お
こ
う
障
害
福
祉
制
度
ほ
か
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～障害者などのコミュニケーション支援～ 

コミュニケーション支援事業 
●●●手話通訳者の派遣●●● 

問い合わせ　社会福祉課　TEL　36－1151

聴覚、言語機能などの障害のため、意思疎通を図
ることに支障のある障害者などに対し、手話通訳者
の派遣を行います。
対象者
手話ができる聴覚障害者などで、手話通訳者がい

なければ健聴者との円滑な意思の疎通を図ることが
困難な人
派遣の範囲
時　間 午前9時から午後5時まで
区　域 千葉県内
場　所 病院・官公庁・裁判所・警察・公共職

業安定所・学校・公的機関など
その他学習活動などに参加する場合

※ ただし、営利を目的としている場合、行政・
企業などにおける就業・労働関係の場合、政治
団体や宗教団体の行う活動の場合は派遣できま
せん。

申請手続
手話通訳者の派遣を受けようとする日の7日前まで
に手話通訳者派遣申請書を提出してください。（ファ
クス可）
費　用　無料

手話奉仕員養成講座
～手話奉仕員をめざして～
10月7日から、初めて手話を学ぶ人を対象に、安

房郡市聴覚障害者協会が主催の手話奉仕員（手話の
できるボランティア）を養成するための講座が始ま
りました。
講座は全23回で、鴨川市江見公民館で開催してい
ます。受講修了者には修了書を発行しますが、手話
奉仕員養成講座を修了しますと、手話通訳者の養成
課程に進むことができます。将来は、地域で手話ボ
ランティアさらには手話通訳者となる人がこの講座
から誕生することが期待されます。

《動物による危害防止対策強化月間》
11月は｢動物による危害防止対策強化月間｣です。動物を飼う場合は、次のことに注意して、動物を適正に飼
いましょう。
▼動物には迷子札やマイクロチップをつけるなど
して飼い主がわかるようにしましょう。犬には、
登録鑑札と狂犬病予防注射済票を必ずつけなけ
ればなりません。
▼犬の登録と狂犬病予防注射を必ず行ってくださ
い。予防注射実施率を上げることにより、国内
に狂犬病が侵入した際、そのまん延を防ぐこと
ができます。
▼犬の放し飼いは禁止されています。朝や夕方に
犬を放す人がいるようですが、絶対に止めてく
ださい。
▼ねこは屋内で飼いましょう。屋外で飼うと近隣
の人などに迷惑をかけたり、交通事故や病気に
あったりするなどの危険があります。
▼飼い主がわからない犬やねこには、むやみにエ

サを与えないようにしましょう。
▼動物は責任をもって最後まで面倒をみましょう。
万が一飼えなくなった場合には、新しい飼い主
を探してください。どうしても飼えなくなった
場合には、動物を絶対捨てずに、保健所へ相談
してください。
▼これらの内容は、法令などで義務づけられてい
るものもあり、違反した場合には、罰金などが
科せられることがあります。

問い合わせ
安房健康福祉センター(保健所)
TEL 22－4511
鴨川地域保健センター
TEL04－7092－4511

養成講座の様子

ちょっとお知らせ



健
康
だ
よ
り
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かつては「歯槽
し そう

膿漏
のうろう

」と呼ばれ、中高年からの

病気というイメージが強かった歯周病。実は、20

代でも約7割、30代では8割もの人がかかってい

ます。

歯周病を放っておくと歯ぐきの腫れや出血、歯

のぐらつきへと進行し、やがては歯を支えている

骨が破壊され、歯を失ってしまいます。

しかし、初期には痛みや自覚症状が少なく気づ

きにくいため注意が必要です。

やはり予防には、はみがきですが、

ついつい適当にみがいていると、歯垢

はたまっていくばかりです。ただ「み

がく」のではなく、「みがけていること」が大切

です。

歯と歯の間や、歯と歯ぐきの境目はみがきにく

い場所なので、意識的に歯垢を取り除いたり、歯

間クリーナー(歯間ブラシやデンタルフロス)を利

用したりして歯間清掃を行う必要があります。

関 連 情 報

市では、「いい歯の日」（11月8日）に合わせ、

11月1日から12月27日まで成人歯科検診を行っ

ています。

この検診は、住所のある40歳・50歳・60歳・

70歳の人（年齢基準日平成21年4月1日）が対象

です。事前に申込みをされた人には、成人歯科検

診のご案内を送りましたので、期間中に、指定歯

科医療機関で受診しましょう！

問い合わせ　健康増進課　問い合わせ　健康増進課　TEL36TEL36－11521152問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

「歯の健康は、
全身の健康です」

今
回
は
、「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
21
事

業
」
の
紹
介
を
し
ま
す
。

「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
21
事
業
」
と
は
、

21
世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り
運
動

で
、
こ
の
講
習
を
受
け
た
人
は
自
ら
が
実

践
者
と
な
り
、
家
族
な
ど
へ
健
康
づ
く
り

を
広
め
て
い
く
活
動
で
す
。

主
な
内
容
は
、
自
分
の
体
格
を
確
認
し

た
り
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
に
つ
い
て

勉
強
し
、
千
産
千
消
（
千
葉
県
産
の
新
鮮

で
お
い
し
い
、
安
全
安
心
な
農
林
水
産
物

を
県
内
で
消
費
す
る
こ
と
）
の
メ
ニ
ュ
ー

で
調
理
実
習
を
し
て
い
ま
す
。
全
国
的
に

普
及
さ
れ
て
い
る
事
業
で
す
。
市
で
は
、

全
中
学
校
（
学
年
は
学
校
に
よ
り
違
い
ま

す
）
に
出
向
き
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
　
TEL

36
―
１
１
５
２

食
育
と
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
生

涯
を
通
じ
た
健
全
な
食
生
活
の
実
現
、
食

文
化
の
継
承
、
健
康
の
確
保
な
ど
が
図
れ

る
よ
う
、
自
ら
の
食
に
つ
い
て
考
え
る
習

慣
や
食
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
と
食

を
選
択
す
る
判
断
力
を
楽
し
く
身
に
つ
け

る
た
め
の
学
習
な
ど
の
取
り
組
み
を
い
い

ま
す
。

日
　
時

12
月
２
日
（
火
）
午
後
１
時

場
　
所

県
南
総
文
化
ホ
ー
ル
（
館
山
市
）

内
　
容

〇

食
と
健
康
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
専
門

家
の
講
演
や
事
例
発
表
な
ど

〇

地
元
産
品
の
即
売
や
お
米
の
無
料
配

布
（
先
着
５
０
０
人
）

問
い
合
わ
せ

安
房
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
企
画
調
整
室

TEL

22
―
７
１
３
１

本当にあなたの歯は健康ですか？

毎日のはみがきで、
みがき方まで注意していますか？

保健推進協議会富山支部
富山中学校での調理風景

メニューの例　「牧場どんぶり」
（牛の初乳を使用しています）

◆
安
房
の
食
育
フ
ェ
ア

こ
ん
に
ち
は

保
健
推
進
員
で
す
！
②
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市では、環境にやさしい「環境都
市づくり」に向け、市民と行政が一
体となった快適な生活環境づくりを
進めています。家庭や学校、職場な
どでごみの減量化やリサイクル、地域の自然・生活
環境や地域環境を守ることについて理解と関心を高
めていただくことをお願いしています。
そこで、「わたしたちが地球のためにできること」
をメインテーマとして、子供たち一人ひとりが地球
環境のために何をしたらいいのか環境問題について
考えていくことを目的として、夏休みを利用し、市
内小学校の4年生から6年生までを対象に環境ポスタ
ーを募集しました。色鮮やかな作品が多数出品され、
全部で671点の応募がありました。
これらの作品の中から、厳選な審査の結果、最優
秀賞1点、特別賞3点、優秀賞3点、優良賞15点が決
定しました。10月16日に市役所本庁舎で表彰式を
開催し、入賞者に賞状、トロフィー、記念品を贈り
ました。

Ｎo.17
エコ★ニュースエコ★ニュース

環境保全課　環境都市づくり推進室 
TEL 33―1042―入賞者がきまりました!! ―

環境ポスターコンテスト

市長や環境審議会長と一緒に記念撮影

《ポスター展示》
環境ポスターの入賞作品22点を各地区で展示しま
す。
ぜひ、子供たちがさまざまな環境問題について、

どのように考え、伝えたいのかを見て感じてくだ
さい。
また、市では東京電力㈱と共同で環境情報や入賞
作品を掲載した「エコライフカレンダー（2009年版）」
を作成し、市内小学生全員に配付する予定です。

【優秀賞】

4年生の部　　　船宝
ふなとみ

綾音
あや ね

（和田小4年）

5年生の部　　　川原
かわはら

聡
さとし

（健田小5年）

6年生の部　　　足達
あ だち

素実
もと み

（岩井小6年）

【優良賞】

太田
おお た

千晴
ち はる

（岩井小6年）、白石
しらいし

洋平
ようへい

（平群小6年）、

仲島
なかじま

光虹
ひろ み

（富浦小6年）、根形
ね がた

奈々
な な

（八束小4年）、

牧野
まき の

光佐子
み さ こ

（三芳小5年）、西條
さいじょう

貴明
たかあき

（長尾小6年）、

義道
ぎ どう

希実
のぞ み

（白浜小6年）、佐久間
さ く ま

星空夢
せ ら む

（七浦小4年）、

村井
むら い

麻由
ま ゆ

（忽戸小4年）、闍橋
たかはし

髫夏
りん か

（朝夷小5年）、

佐久間
さ く ま

侑乃
ゆき の

（健田小5年）、座間
ざ ま

なな美
み

（南小6年）、

渡邊
わたなべ

彩音
あや ね

（丸小6年）、 石橋
いしばし

拓也
たく や

（南三原小6年）、

船宝
ふなとみ

拓哉
たく や

（和田小6年）

入賞者は次のとおりです（敬称略）。

【最優秀賞】

小川
お がわ

純平
じゅんぺい

(白浜小５年)

【特別賞】
市長賞

小谷
こ たに

優斗
ゆう と

(長尾小5年)

環境審議会長賞

和田
わ だ

晴仁
はるひと

(南三原小5年)

教育長賞

曽我
そ が

菜
な

月
つき

(三芳小6年)
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昔
む
か
し
、
房
州
の
青
木
あ
お
き

の
里
に
住
ん
で
い
た
意
地

悪
な
婆
さ
ん
が
、
あ
る
日
、
清
水
の
湧
く
井
戸
端
で
里さ
と

芋い
も

を
洗
っ
て
い
る
と
、「
お
婆
さ
ん
、
私
に
そ
の
芋
を
少

し
分
け
て
く
だ
さ
ら
ん
か
。」
と
静
か
な
声
で
頼
む
人
が

い
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
見
る
と
、
そ
こ
に
は
み
す
ぼ
ら
し
い
旅

の
お
坊
さ
ん
が
立
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
婆
さ
ん
は
、

「
お
前
さ
ん
に
や
る
芋
は
ね
え
よ
。」
と
け
ん
も
ほ
ろ
ろ

に
断
り
ま
し
た
。
旅
の
お
坊
さ
ん
は
重
ね
て
芋
を
布
施
ふ

せ

し
て
く
れ
る
よ
う
に
言
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
婆

さ
ん
は
、「
こ
の
芋
は
石
芋
い
し
い
も

で
食
え
ね
え
よ
。」
と
嘘
を

つ
い
て
ま
た
断
り
ま
し
た
。
お
坊
さ
ん
は
、「
さ
よ
う
か
、

石
芋
か
。」
と
言
い
、
婆
さ
ん
の
姿
を
じ
っ
と
見
て
い
ま

し
た
。

家
に
帰
っ
た
婆
さ
ん
が
、
芋
を
煮
て
、
食
べ
よ
う
と

口
に
入
れ
た
と
こ
ろ
、
ど
れ
も
石
の
よ
う
に
固
く
食
べ

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

怒
っ
た
婆
さ
ん
が
、
そ
の
芋
を
洗
っ
た
井
戸
へ
投
げ

捨
て
ま
す
と
、
何
と
、
煮
た

芋
な
の
に
青
い
葉
が
出
て
、

間
も
な
く
井
戸
い
っ
ぱ
い
に

広
が
っ
た
の
で
す
。

婆
さ
ん
は
驚
き
、「
あ
の

お
坊
さ
ん
は
弘
法
大
師

こ
う
ぼ
う
だ
い
し

様
だ

っ
た
に
違
い
な
い
、
私
は
悪

い
こ
と
を
し
た
。」
と
す
っ

か
り
改
心
し
、
信
心
深
い
優

し
い
人
に
な
り
ま
し
た
。

◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇

南房総市

　　の民話

南房総市

　　の民話

～第31話 ～
生稲謹爾

芋井戸

市役所では、職員による「エコキャップ運動」を
実施しています。丸山中学校や三芳中学校の生徒会
などからご協力をいただき、現在約6万個のキャップ
が集まっています。
これからもペットボトルのキャップの回収運動を

続けていきますので、市民の皆さんもエコキャップ
運動に参加してみませんか？
※ 本庁舎や各支所にキャップ回収ボックスを設置
しています。皆さんのご協力をお待ちしています。

丸山中学校生徒会の皆さん42,000個のキャップを集めました!!

＜キャップ集めの注意点＞
①回収するキャップは、お茶やジュースなどの
清涼飲料水のペットボトルのフタだけです
（しょうゆや液体洗剤などのフタは回収いたし
ません）。
②フタについているキャンペーンシールは、は
がしてください。
③キャップが汚れている場合は、軽く洗ってく
ださい。

問い合わせ 環境都市づくり推進室 TEL  33－1042

【キャップ集めの手順】

エコキャップ運動

地区 展示期間 展示場所 

富浦 
 
富山 
 
三芳 

11月13日(木）～11月19日（水) 
11月20日(木）～11月26日（水） 
 
11月27日(木）～12月　3日（水） 
 
12月　4日(木）～12月10日（水） 

市役所　本館 
とみうら元気倶楽部 

 
富山支所 

 
三芳農村環境改善 

センター 

地区 展示期間 展示場所 
白浜 
千倉 
 
丸山 
 
和田 

12月11日（木）～12月17日（水） 
12月18日（木）～12月25日（木） 
平成21年 
　1月　8日（木）～　1月14日（水） 
 
　1月15日（木）～　1月21日（水） 

白浜支所 
千倉支所 
丸山公民館 
資料展示室 

 
和田支所 

笊 笆

笳 笘

ポスター展示
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有
料
広
告

※
広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

千倉町谷津地区にある、日本で唯一料理の神様を祀
まつ

る高家
た か べ

神社をご存知ですか？

たかべ庖丁会は、その高家神社のお膝元で、地元の

伝統である庖丁式を引き継いで残していきたいという

思いのもと、昨年、旅館や民宿業を営む有志5人で結成

しました。

今年から、毎年5月17日に行われる春の例大祭の

中で庖丁式を行っているほか、9月19日から21日

まで赤坂サカスを会場に行われた千葉県をピーアー

ルするイベントにて、築地市場でも有名な旬の食材

「千倉産黒鮑
くろあわび

」を使って、庖丁式（式題：古式由来

献上の鮑）の披露を行いました。

今後は、伝統ある庖丁式を後世に伝えるため、一

層のピーアールに努めるとともに、技術向上のため、

さらに研さんを積んでいきたいと考えています。

団体名：たかべ庖丁会

今月は、庖丁式を後世に伝える活動に取り組んでいる団体を紹介します。

～市民活動団体の紹介⑯～

まちづくりの 
主役たち 
まちづくりの 
主役たち 

連絡先および代表者 たかべ庖丁会　刀主　青木九二雄　TEL 44－3221(青倉亭)

活動の様子はテレビでも紹介されました（取材の様子）

赤坂サカスでの庖丁式披露

このコーナーは地域の市民活動団体を応援するコーナーです。
地域でがんばっている団体をご存知でしたら情報をお寄せください。

問い合わせ　企画政策課 TEL 33-1001


